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第 9 章は結論であって第 1 章から第 8 章までの結果をまとめ，大容量オゾン発生プラント進歩への
寄与をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は無声放電形オゾナイザの高性能化に関する研究をとりまとめたものである。
すなわち高周波無声放電の電気工学的手法による研究を実施し，サイリスタインバータによる方形
波電流源をオゾナイザの電源にすることを発案し，オゾナイザの等価回路を求め，電気的特性を解明
している。それらの結果従来の方式に比べ放電期間が長く かっ均一で力率の高い無声放電の性能が
4在立された。
また無声放電の特性を光学的観測により実験し 放電電力当りのオゾン発生量や気体分子温度を測
定し，酸素気中，空気中の無声放電によるオゾンの発生機構を比較検討し，放電電力と通気量との比
で，特性が整理出来ることを明らかにしている。
以上にのべた基礎研究から機器開発までの一連の成果は最近きわめて需要の大きい大容量オゾナイ
ザの尚性能化技術に著しい進歩を与えたもので，工学の発展に貢献するところが大である。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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